
一
頁

○
総
務
省
令
第
十
一
号

放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
電
波
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証

明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
の
二
の

二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
二
の
三

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備



二
頁

。

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
の
六
の
三
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る

十
一
の
六
の
四

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
拡
散
符
号
速
度
が
毎
秒
三
・
八
四
メ
ガ
チ
ッ
プ
の
も
の

十
一
の
六
の
五

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
拡
散
符
号
速
度
が
一
の
搬
送
波
当
た
り
毎
秒
一
・
二
二
八
八
メ
ガ

チ
ッ
プ
又
は
毎
秒
三
・
六
八
六
四
メ
ガ
チ
ッ
プ
の
も
の

十
一
号
の
十
の
三
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
第

十
一
の
十
の
四

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
拡
散
符
号
速
度
が
毎
秒
三
・
八
四
メ
ガ
チ
ッ
プ
の
も
の

十
一
の
十
の
五

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
五
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
拡
散
符
号
速
度
が
毎
秒
一
・
二
二
八
八
メ
ガ
チ
ッ
プ
の
も
の

十
一
号
の
二
十
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
第

十
一
の
二
十
の
二

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ



三
頁

て
い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備

十
一
の
二
十
の
三

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備

第
五
十
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項

五
十
二
の
二

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
送
信
バ
ー
ス
ト
長
が
五
ミ
リ
秒
の
も
の

五
十
二
の
三

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備
の
う
ち
、
送
信
バ
ー
ス
ト
長
が
五
ミ
リ
秒
の
も
の

第
五
十
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項

五
十
四
の
二

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備

五
十
四
の
三

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
九
第
一
項
、
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
基
地
局
に
使
用
す
る
た
め
の
無
線
設
備



四
頁

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
四
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
登
録
証
明
機
関
に
よ
る
」
を
削
り
、
「

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ

つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
」
を
「
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
が
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間

は
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

第
六
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

法
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
の
公
示
は
、
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
技

術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



五
頁

９

技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
は
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
特
定
無
線
設
備
が
法
第
三
章
に
定
め
る
技
術

基
準
（
以
下
「
技
術
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
中
「
の
た
め
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項

中
「
認
証
工
事
設
計
に
基
づ
く
特
定
無
線
設
備
に
つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の

間
、
第
四
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
」
を
「
法
第
三
十
八
条
の
二
十
九
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項

を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

認
証
取
扱
業
者
が
法
第
三
十
八
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
認
証
工
事
設
計
に
基
づ
く
特
定
無
線
設
備
に
つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
つ
た
日
か
ら
起
算

し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

第
十
七
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



六
頁

７

法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
の
公
示
は
、
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
第
九
項
中
「
法
第
三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
（
以
下
「
技
術
基
準
」
と
い
う
。
）
」
を
「
技
術
基
準
」
に
改
め
、

「
知
つ
た
と
き
は
」
の
下
に
「
、
直
ち
に
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

認
証
取
扱
業
者
は
、
法
第
三
十
八
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
証
取
扱
業
者
が
表
示
を
付
し
た
特
定
無
線
設
備
が

10
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
の
た
め
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六

項
中
「
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変

更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
」
を
「
法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項

の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



七
頁

６

承
認
証
明
機
関
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
が
法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
日

か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
の
公
示
は
、
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ

い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

承
認
証
明
機
関
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
者
は
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
を
受
け
た
特
定
無
線
設
備
が
技

術
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
の
た
め
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削

り
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
認
証
工
事
設
計
」
を
「
工
事
設
計
認
証
に
係
る
工
事
設
計
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削



八
頁

り
、
同
条
第
六
項
中
「
認
証
工
事
設
計
に
基
づ
く
特
定
無
線
設
備
に
つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
」
を
「
法
第
三
十

八
条
の
三
十
一
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
に
改
め
、
同
項

た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

承
認
証
明
機
関
に
よ
る
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
が
法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十

八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
認
証
工
事
設
計
に
基
づ
く
特
定
無
線
設
備
に

つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
の
公
示
は
、
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

承
認
証
明
機
関
に
よ
る
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
の
三
十
一
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三

９



九
頁

十
八
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
り
当
該
工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
が
表
示
を
付
し
た
特
定
無
線
設
備
が
技
術
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
八
項
及
び
第
十
一
項
の
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

届
出
業
者
は
、
法
第
三
十
八
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
出
業
者
が
表
示
を
付
し
た
特
別
特
定
無
線
設
備
が
技
術

13
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

「

「

「

「

第

第

第

第

第

第

第

第

二

二

二

二

二

二

二

二

条

条

条

条

条

条

条

条

第

第

第

第

第

第

第

第

一

一

一

一

一

一

一

一

項

項

項

項

項

項

項

項

第

第

第

第

第

第

第

第

十

十

十

十

十

十

十

十

一

一

一

一

一

一

一

一

号

号

号

号

号

号

号

号

の

の

の

の

の

の

の

の

二

二

二

六

六

六

六

十

の

の

の

の

の

の

の

の



一
〇
頁

二

二

三

三

三

四

五

三

の

の

の

の

の

の

の

の

無

無

無

無

無

無

無

無

線

線

線

線

線

線

線

線

設

設

設

設

設

設

設

設

備

備

備

備

備

備

備

備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



一
一
頁

別
表
第
一
号
一

ア
の
表
中

を

に
、

を

に
、

(3)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



一
二
頁

」

」

」

」

「

「

「

「

「

「

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第



一
三
頁

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

条

条

条

条

条

条

条

条

条

条

条

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

項

項

項

項

項

項

項

項

項

項

項

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

十

十

十

十

十

十

十

五

五

五

五

一

一

一

一

一

一

一

十

十

十

十

号

号

号

号

号

号

号

二

二

二

二

の

の

の

の

の

の

の

号

号

号

号

十

十

十

二

二

二

二

の

の

の

の

の

の

の

十

十

十

十

無

無

二

三

三

四

五

の

の

の

の

線

線

の

の

の

の

の

無

無

二

三

設

設

無

無

無

無

無

線

線

の

の

備

備

線

線

線

線

線

設

設

無

無

設

設

設

設

設

備

備

線

線

備

備

備

備

備

設

設

備

備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



一
四
頁

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

注

注

15

15

を

に
、

を

に
、

を

に
、

○

○

○

○

○

注

注

○

○

○

○

○

○

17

17



一
五
頁

○

○

注

注

○

○

○

○

16

16

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



一
六
頁

」

」

」

」

」

」

「

第

第

第

第

二

二

二

二

条

条

条

条

第

第

第

第

一

一

一

一

項

項

項

項

第

第

第

第

五

五

五

五

十

十

十

十

四

四

四

四

号

号

号

号

の

の

の

の

無

無

二

三



一
七
頁

線

線

の

の

設

設

無

無

備

備

線

線

設

設

備

備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

注

注

15

15



一
八
頁

を

に
改
め
る
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



一
九
頁

」

」



二
〇
頁

別
表
第
一
号
一

ア
の
表
注

中
「
第
九
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
九
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

(3)

19

陸
上

移
動

局
Ｐ

Ｈ
Ｓ

の
陸

上
移

動
局

狭
域

通
信

シ
ス

テ
ム

の
陸

上
移

動
局

及
び

５
帯

無
線

ア

別
表
第
二
号
第
一
中
「

（

G
H
z

、

ク
セ

ス
シ

ス
テ

ム
の

陸
上

移
動

局
を

除
く

携
帯

局
第

２
条

第
１

項
第

１
号

の
４

に
規

定
す

る
指

令
局

船
舶

局
船

）

。
、

、
、

、

上
通

信
局

気
象

援
助

局
帯

の
周

波
数

の
電

波
を

使
用

す
る

簡
易

無
線

局
同

項
第

１
号

の
に

規
定

す
る

無
線

局
5
0
G
H
z

1
5

、
、

、

1
0

1
1

1
1

同
項

第
６

号
第

６
号

の
２

若
し

く
は

第
６

号
の

３
に

規
定

す
る

構
内

無
線

局
同

項
第

号
の

３
第

号
の

２
第

、
、

、
、

、

号
の

２
の

２
第

号
の

５
第

号
の

６
か

ら
第

号
の

６
の

３
ま

で
第

号
の

９
第

号
の

か
ら

第
号

の
の

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
0

1
1

1
0

、
、

、
、

1
1

1
3

1
1

1
4

1
1

1
6

1
1

1
8

1
1

2
0

1
1

2
2

1
1

2
4

1
1

３
ま

で
第

号
の

第
号

の
第

号
の

第
号

の
第

号
の

第
号

の
第

号
の

第
、

、
、

、
、

、
、

、

号
の

第
号

の
第

号
第

号
の

５
第

号
の

６
若

し
く

は
第

号
の

２
に

規
定

す
る

基
地

局
時

分
割

多
元

2
7

1
1

2
8

1
5

1
9

1
9

3
1

、
、

、
、

、

接
続

方
式

携
帯

無
線

通
信

設
備

の
試

験
の

た
め

の
通

信
等

を
行

う
無

線
局

符
号

分
割

多
元

接
続

方
式

携
帯

無
線

通
信

設
備

の
、

試
験

の
た

め
の

通
信

等
を

行
う

無
線

局
時

分
割

・
符

号
分

割
多

重
方

式
携

帯
無

線
通

信
設

備
の

試
験

の
た

め
の

通
信

等
を

行
、

う
無

線
局

時
分

割
・

直
交

周
波

数
分

割
多

元
接

続
方

式
携

帯
無

線
通

信
設

備
の

試
験

の
た

め
の

通
信

等
を

行
う

無
線

局
時

、
、

分
割

・
周

波
数

分
割

多
元

接
続

方
式

携
帯

無
線

通
信

設
備

の
試

験
の

た
め

の
通

信
等

を
行

う
無

線
局

シ
ン

グ
ル

キ
ャ

リ
ア

周
、

波
数

分
割

多
元

接
続

方
式

携
帯

無
線

通
信

設
備

の
試

験
の

た
め

の
通

信
等

を
行

う
無

線
局

若
し

く
は

直
交

周
波

数
分

割
多

元
接



二
一
頁

続
方

式
携

帯
無

線
通

信
設

備
の

試
験

の
た

め
の

通
信

等
を

行
う

無
線

局
同

項
第

号
か

ら
第

号
ま

で
第

号
第

号
1
6

1
8

2
4

3
8

、
、

、

第
号

若
し

く
は

第
号

に
規

定
す

る
固

定
局

同
項

第
号

若
し

く
は

第
号

の
２

に
規

定
す

る
デ

ジ
タ

ル
指

令
局

Ｐ
4
4

4
5

2
0

2
0

、
、

、

Ｈ
Ｓ

の
基

地
局

Ｐ
Ｈ

Ｓ
の

基
地

局
と

陸
上

移
動

局
と

の
間

の
通

信
を

中
継

す
る

無
線

局
若

し
く

は
Ｐ

Ｈ
Ｓ

の
通

信
設

備
の

試
、

験
の

た
め

の
通

信
等

を
行

う
無

線
局

同
項

第
号

の
４

に
規

定
す

る
基

地
局

若
し

く
は

携
帯

基
地

局
同

項
第

号
に

規
定

2
5

2
7

、
、

す
る

特
別

業
務

の
局

狭
域

通
信

シ
ス

テ
ム

の
基

地
局

同
項

第
号

の
７

第
号

の
８

第
号

若
し

く
は

第
号

に
規

1
9

1
9

4
1

4
3

、
、

、
、

定
す

る
基

地
局

若
し

く
は

陸
上

移
動

中
継

局
同

項
第

号
若

し
く

は
第

号
に

規
定

す
る

基
地

局
若

し
く

は
直

交
周

波
数

分
4
9

5
0

、

5
3

割
多

元
接

続
方

式
広

帯
域

移
動

無
線

ア
ク

セ
ス

シ
ス

テ
ム

の
無

線
設

備
の

試
験

の
た

め
の

通
信

等
を

行
う

無
線

局
同

項
第

、

号
に

規
定

す
る

基
地

局
若

し
く

は
時

分
割

・
直

交
周

波
数

分
割

多
元

接
続

方
式

広
帯

域
移

動
無

線
ア

ク
セ

ス
シ

ス
テ

ム
の

無
線

設
備

の
試

験
の

た
め

の
通

信
等

を
行

う
無

線
局

同
項

第
号

に
規

定
す

る
基

地
局

若
し

く
は

時
分

割
・

周
波

数
分

割
多

元
接

5
5

、

続
方

式
広

帯
域

移
動

無
線

ア
ク

セ
ス

シ
ス

テ
ム

の
無

線
設

備
の

試
験

の
た

め
の

通
信

等
を

行
う

無
線

局
又

は
同

項
第

号
に

規
6
1

定
す

る
基

地
局

若
し

く
は

帯
広

帯
域

移
動

無
線

通
信

設
備

の
試

験
の

た
め

の
通

信
等

を
行

う
第

二
か

ら
第

六
ま

2
0
0
M
H
z

」
を
「

で
の

工
事

設
計

書
に

係
る

無
線

局
以

外
の

第
２

条
第

１
項

第
号

第
号

第
号

又

」
に
改
め
、
同
表
第
一
注
２

中
「

4
9

5
1

5
3

(3)
、

、

は
第

号
に

掲
げ

る
無

線
設

備
の

空
中

線
電

力
の

無
線

設
備

の
送

信
空

中
線

の
絶

対
利

得
に

応
じ

て
空

中
線

電
力

の
許

5
4

」
を
「



二
二
頁

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
第
一
注
８

中
「

容
値

が
規

定
さ

れ
て

い
る

場
合

で
あ

つ
て

当
該

場
合

に
あ

つ
て

と
き

、

(1)

1
1

」
の
次
に
「

1
1

1
1

1
1

1
9

」
を
加
え
、
「

5
3

5
4

」
を
「

第
号

の
７

第
号

の
８

第
号

の
８

の
２

第
号

の
第

号
又

は
第

号
、

、
、

、

5
2

5
4

」
に
改
め
る
。

又
は

第
号

の
２

か
ら

第
号

の
３

ま
で

様
式
第
１
号
中
「

3
8

」
を
「

3
8

」
に
改
め
る
。

第
条

の
２

第
１

項
第

条
の

２
の

２
第

１
項

第
６

条
第

６
項

第
条

の
６

第

「

「

3
8

第
条

第
６

項
第

条
の

に
1
7

3
8

2
9

特
定

無
線

設
備

の
技

術
基

準
適

合
証

明
等

に
関

す
る

規
則

電
波

法

様
式
第
６
号
中

を

第
条

第
６

項
第

条
の

第
2
5

3
8

3
1

第
条

第
６

項
第

条
の

第
3
3

」

3
8

3
1

３
項

お
い

て
準

用
す

る
同

法
第

条
の

６
第

３
項

3
8

に
改
め
る
。

４
項

に
お

い
て

準
用

す
る

同
法

第
条

の
６

第
３

項
3
8

3
8

」

６
項

に
お

い
て

準
用

す
る

同
法

第
条

の
６

第
３

項

「

第
２

条
第

１
項

「



二
三
頁

様
式
第
７
号
注
４
の
表
中

1
1

を

第
２

条
第

１
項

第
号

の
２

の
２

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｗ
Ｖ

第
２

条
第

１
項

」

1
1

「

第
号

の
２

の
２

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｗ
Ｖ

第
２

条
第

１
項

第
号

の
６

の
３

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｚ
Ｖ

に
、

1
1

第
号

の
２

の
３

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｄ
Ｔ

1
1

」

「

第
２

条
第

１
項

第
号

の
６

の
３

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｚ
Ｖ

1
1

「

第
２

条
第

１
項

第
号

の
６

の
４

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｅ
Ｔ

第
２

条
第

１
項

第
号

の
の

３

を

1
1

に
、

1
1

1
0

」

第
２

条
第

１
項

第
号

の
６

の
５

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｆ
Ｔ

1
1

」

「

第
２

条
第

１
項

第
号

の
の

３
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｂ

Ｕ
1
1

1
0

「

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｂ
Ｕ

第
２

条
第

１
項

第
号

の
の

４
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｇ

Ｔ
第

２

を

1
1

1
0

に
、

」

第
２

条
第

１
項

第
号

の
の

５
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｈ

Ｔ
1
1

1
0

」



二
四
頁

「

第
２

条
第

１
項

第
号

の
に

掲
げ

る
無

線
設

備
1
1

2
0

条
第

１
項

第
号

の
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｉ

Ｕ
第

２
条

第
１

項
第

号
の

の
２

に
掲

げ
る

無
線

設
備

1
1

2
0

を

1
1

2
0

」

第
２

条
第

１
項

第
号

の
の

３
に

掲
げ

る
無

線
設

備
1
1

2
0

「

Ｉ
Ｕ

第
２

条
第

１
項

第
号

に
5
2

「

Ｉ
Ｔ

第
２

条
第

１
項

第
号

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｊ
Ｖ

第
２

条
第

１
項

第
号

の

に
、

5
2

を

5
2

」

Ｊ
Ｔ

第
２

条
第

１
項

第
号

の
5
2

」

「

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｊ

Ｖ

「

に
、

5
4

を

２
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｋ

Ｔ
第

２
条

第
１

項
第

号
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｌ

Ｖ

」

３
に

掲
げ

る
無

線
設

備
Ｌ

Ｔ

」

第
２

条
第

１
項

第
号

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｌ
Ｖ

5
4



二
五
頁

5
4

に
改
め
る
。

第
２

条
第

１
項

第
号

の
２

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｍ
Ｔ

第
２

条
第

１
項

第
号

の
３

に
掲

げ
る

無
線

設
備

Ｎ
Ｔ

5
4

」

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


